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仇 じ め

教育の意味について、オランダの教育学者、 M.J。ランゲフェノレドは、その著、「教育と人閣の

省察」の官頭で次のように説き起乙しております。 「人聞が教育という乙とをーすなわち、子ど

もひとりひとりの独自な存在様態を的確に見極め、それに基づいて、彼等がそれぞれに個性的人格

へと成熟してゆけるよう、極力助成するという乙とを一理論的にも実践的にも真にレアールなら

しめるに至ったのは、実はごく最近になってからなのである」と。なお、 ζの文脈lζ沿って見ると、

「人聞が自らの子どもについて、その弱さとともに、依存・服従・保護されるべき者としてしか立ち

現れる ζ とがなかった存在としての子どもが、漸く世の前面に脚光を浴びるに到るのは、 20世紀の

エレン・ケイの「児童の世紀」を待たねばならなかった」という歴史的経緯については既によく識

られているとおりです。乙の世紀の幕開けは、進歩的な新教育の思潮と気運を一層lζ際立たせ、そ

れまでの教師の権威と教科書の占有する不動の座を子どもを中心とする教育思想によって置き替え

た事実は、教育の民主化、近代化lζ対して決定的な意味をもつものと思われます。したがって、そ

乙では、ひとりひとりの独自性、個性の尊重は自己実現に於ける自由が前提されなければならず、

とうした教育観、子ども観にもとづく教育～保育実践の具体的展開は、直接保育研究の課題性とも

本質的に一致するものと考えます。それは子ども達がまわりの事物について積極的な関心を示し、

自発的な遊びゃ活動、そして労作の諸活動を通じて発展的に自己実現を試みる中で、その自然な子

とーもの活動要求の方向lζ従って、保育者自身が受容的、かつ支持的な援助を与える保育姿勢のイメ

ージに適合するものでもあるからです。

一方、 J.デデューイは、その「児童研究」論（「アメリカの幼稚園運動」キノレパトリック他）に

おいて子どもに関する科学的関心の側面について、子どもの姿を科学的視察から見るとき、 「まづ

もって子どもを→固の人格として、一層ありのままに見るζ とになる」乙とを指摘するとともに、

「われわれ（大人）にとってでなく子ども自身にとって意味のあるものとして扱われるべきなのt~J

との見解を述べています。 「実際、われわれは小さな子どもになるべきだ。」という言葉は、われわ

れが正に子どもの目の高さでものを観なければならないという趣旨と同義の乙とと思われます。

科学的にみるという乙とは、 何をどのようにみるのかが大切なので、あって、子どもが表わしてい

るものは子ども自身Kとって意味のあるものとして扱われるべきだと言えます。

それはまた、子ども自身が感じ、思い、願い、欲し、行為する子どもにおける実存として全生活

の中に位置づける乙とが不可避的な事実なのだという乙とを物語るものだと思います。

「子どもと共に創る生活」とは、子ども自身による生活の創出と教師の確かな判断における側面

的な援助の機能的統合lζ求められるものと考えます。

皆様の卒直など批判、ど指導を心からお願し、申し上げます。

平成元年6月

福

島根大学教育学部附属幼稚園長

井 明
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